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数値目標の考え方 

基本目標１ ライフステージに応じたスポーツをする機会の創出 

（１）成人の週１回以上のスポーツ実施率 

■算出するための項目（運動とスポーツに関するアンケート調査 成人） 

設問 該当する選択肢 

問１０ この中にあなたがこの１年間に行った運動やスポーツがあれ

ば全部あげてください。（学校の体育の授業として行ったものや、職

業として行ったものは除きます）（自宅でオンラインやＴＶを介して実

施したものも含まれます） 

「１．ウォーキング(散歩などを

含む)」から「49．その他」のい

ずれかを回答 

問 10-３ この 1年間に運動やスポーツを実施した日数を全部合わ

せると、何日くらいになりますか。 

「１．週に５日以上（年 251日

以上）」、「２．週に３日以上（年

151日～250日）」、「３．週

に２日以上（年 101日～150

日）」、「４．週に１日以上（年

51日～100日）」のいずれか

を回答 

 

 

現状値（令和６年度）52.5％（20歳以上）⇒目標値70％（令和８年度）（20歳以上） 

 

現状値（令和５年度）50.6％（２０歳以上）⇒目標値70％（令和８年度）（２０歳以上） 

 

■数値目標案 

   ⇒国・大阪府に合わせて設定します。 

数値目標 
現状値 

(令和６年度) 
目標値 

（令和 17年度） 

成人の週１回以上のスポーツ実施率 55.6％ 70.0％ 

 

  

国 

大阪府 

資料３ 
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（２）運動やスポーツを実施することが好きな中学生の割合 

■算出するための項目（運動とスポーツに関するアンケート調査 中学生） 

設問 該当する選択肢 

問４ あなたは運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすること

は好きですか。 

「好き」、「やや好き」のいずれ

かを回答 

 

 

現状値（令和 6年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査） 

男性90.3％女性76.8％⇒目標値設定なし 
 

 

現状値（令和 6年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査） 

男性89.0％女性73.3％⇒目標値設定なし 

 

■数値目標案 

⇒市民が生涯にわたってスポーツに関わるには、子どものころからスポーツへの親しみ

が必要であることから、目標値を 90.0％に引き上げることとします。 

数値目標 
現状値 

(令和６年度) 
目標値 

（令和 17年度） 

運動やスポーツを実施することが好きな中学生の 
割合 78.6％ 90.0％ 

 

  

国 

大阪府 



3 

基本目標２ スポーツを通じた共生社会の実現 

（１）過去に一度でもパラスポーツを体験したことがある成人の割合 

■算出するための項目（運動とスポーツに関するアンケート調査 成人） 

設問 該当する選択肢 

問 19 あなたは、これまで過去一度でも車いすテニスやボッチャ等

の障がい者スポーツ・パラスポーツを体験したことがありますか。 
「ある」 

 

 

現状値（令和６年度）7.5％⇒目標値設定なし 

 

現状値なし・目標値設定なし 

 

■数値目標案 

⇒施策の取組により年平均 1.0 ポイント程度の上昇を想定し、目標値を 17.5％に設定

します。 

数値目標 
現状値 

(令和６年度) 
目標値 

（令和 17年度） 

過去に一度でもパラスポーツを体験したことがある
成人の割合 7.5％ １７.5％ 

 

 

基本目標３ 地域でスポーツを楽しむ環境づくり 

（１）スポーツ施設利用者数 

■数値目標案 

   ⇒第３期富田林市教育大綱（令和７（2025）年９月策定）で定めた令和 11（2029）年度目

標700，000人から、施策の取組により年 10,000人の増加を想定し、目標値を760，

000人に設定します。 

数値目標 
現状値 

(令和６年) 
目標値 

（令和 17年） 

スポーツ施設利用者数 574，668人 760，000人 

  

国 

大阪府 
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基本目標４ スポーツによる人とまちの活性化 

（１）過去１年間にスポーツボランティアを行った成人の割合 

■算出するための項目（運動とスポーツに関するアンケート調査 成人） 

設問 該当する選択肢 

問１６ あなたは、この 1年間にスポーツボランティア（地域の運動

会の手伝い、少年野球チームのお世話など）として携わったことが

ありますか。 

「ある」 

 

 

現状値（令和６年度）10.0％⇒目標値設定なし 

 

現状値なし・目標値設定なし 

 

■数値目標案 

   ⇒国の現状値より低いことから、国の現状値 10.0％を目標値として設定します。 

数値目標 
現状値 

(令和６年度) 
目標値 

（令和 17年度） 

過去１年間にスポーツボランティアを行った成人の 
割合 4.9％ 10.0％ 

 

  

国 

大阪府 
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（２）成人の年１回以上のスポーツ直接観戦率 

■算出するための項目（運動とスポーツに関するアンケート調査 成人） 

設問 該当する選択肢 

問１５ あなたは、この１年間にスポーツを何らかの形でみる機会が

ありましたか。（※ プロスポーツに限らず、アマチュアスポーツ、子

どもの部活やスポーツイベントの観戦も含みます） 

「１．市内の会場で直接観戦し

た」か「２．市外の会場で直接

観戦した」を回答した人 

 

 

現状値（令和６年度）26.4％⇒目標値設定なし 

 

現状値なし・目標値設定なし 

 

■数値目標案 

⇒成人の週１回以上のスポーツ実施率を、現状値 55.6％から目標値 70.0％に引き上

げると、上昇率は 25.9％であり、同じ上昇率を提要すると、24.6％となる。 

また、国の現状値 26.4％より低いことから、目標値を 25.0％として設定します。 

数値目標 
現状値 

(令和６年度) 
目標値 

（令和 17年度） 

成人の年１回以上のスポーツ直接観戦率 19.5％ 25.0％ 

 

 

国 

大阪府 


